
機 械 装 置 546¶921¶545 39¶902¶403 429¶563¶950 540¶816¶088 1¶557¶203¶986 110¶887¶588 1¶668¶091¶574

工 具 器 具 備 品 774¶703¶480 1¶207¶826¶494 1¶872¶505¶522 629¶811¶316 4¶484¶846¶812 949¶413¶964 5¶434¶260¶776

土 地 ` ` ` ` ` 34¶723¶000¶000 34¶723¶000¶000

� 損益外減価償却相当額、損益外利息費用相当額、損益外除売却差額相当額、引当外賞与見積額、引当外退職給付増加見積額、前中期目標期間積立金を財源とする事業費用及び目的積立金を財源
とする事業費用の各セグメント別の金額は、次のとおりであります。

（単位：円）

先端共通技術 ナノスケール材料 環境・エネルギー・
資源材料 中核機能活動 計 法 人 共 通 合 計

損益外減価償却相当額 ` 17¶287¶068 9¶935¶625 3¶724¶875 30¶947¶568 1¶963¶531¶851 1¶994¶479¶419

損益外利息費用相当額 ` ` ` ` ` 2¶877¶568 2¶877¶568

損益外除売却差額相当額 ` ` ` ` ` 5¶863¶513 5¶863¶513

引当外賞与見積額 � 810¶051 � 502¶024 � 1¶279¶745 � 442¶465 � 3¶034¶285 � 585¶744 � 3¶620¶030

引当外退職給付増加見積額 � 73¶787¶701 � 45¶729¶479 � 116¶572¶167 � 40¶304¶207 � 276¶393¶554 � 53¶355¶527 � 329¶749¶081

前中期目標期間積立金を財
源とする事業費用

` ` 28¶711¶919 1¶138¶970¶298 1¶167¶682¶217 7¶527¶376 1¶175¶209¶593

目的積立金を財源とする事
業費用

` ` ` ` ` 34¶842¶359 34¶842¶359

Ĉ 重要な債務負担行為
翌年度以降に支払を予定している重要な債務負担行為は次のとおりであります。

（単位：円）

契 約 名 主な契約先
翌 年 度 以 降 支 払 金 額

一年内 一年超 合 計

外壁・外部建具修繕工事 j鴻池組 216¶300¶000 ` 216¶300¶000

並木地区機械中央監視設
備更新工事

ジョンソンコント
ロールズj

113¶400¶000 ` 113¶400¶000

格子欠陥電子線チャネリ
ング像観察装置

ヤマト科学j 59¶999¶100 ` 59¶999¶100

高純度水素発生装置及び
供給システム

j鈴木商館 54¶600¶000 ` 54¶600¶000

計 444¶299¶100 ` 444¶299¶100

D̂ 上記以外の主な資産、負債、費用及び収益の明細

{ 現金及び預金

（単位：円）

預 金 の 種 類 金 額

普通預金 4¶413¶430¶644

| 未払金

（単位：円）

取 引 先 名 称 金 額

東京電力j 132¶398¶016

jエイコ` 110¶042¶100
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~ { 当法人は通則法第29条に定める中期目標に沿った事業セグメントを採用しております。
第３期中期目標期間における事業セグメント
【先端共通技術】 物質・材料研究において共通的に必要となる先端技術の研究開発
【ナノスケール材料】 ナノサイズ特有の物質特性等を利用した新物質・新材料の創製
【環境・エネルギー・資源材料】 社会的ニーズに応える材料の高度化のための研究開発
【中核機能活動】 先端研究基盤の整備・運営、グローバルに活躍できる人材育成等の活動

| 事業費用のうち、配賦不能額は「法人共通」項目に含めております。なお、その主なものは一般管理業務及び企画部門業務に係る費用であります。
} 事業収益のうち、配賦不能額は「法人共通」項目に含めております。なお、その主なものは一般管理業務及び企画部門業務に係る運営費交付金収益であります。
~ 総資産のうち、配賦不能資産は「法人共通」項目に含めております。なお、その主なものは土地、建物並びに一般管理業務及び企画部門業務に係る資産であります。
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